
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル

安
　
井

修
　
二

は
し
が
き

　
小
論
は
、
経
済
成
長
の
プ
肩
セ
ス
に
お
げ
る
生
産
物
価
格
お
よ
び
貨
幣
賃
金
率
の
調
整
作
用
を
分
析
す
る
。
生
産
物
市
場
お
よ
び

労
働
市
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
不
均
衡
が
存
在
し
、
そ
の
た
め
生
産
物
価
格
お
よ
び
貨
幣
賃
金
率
が
変
動
し
な
が
ら
、
し
か
も
実
質
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

率
が
一
定
に
な
る
と
い
う
意
味
で
の
一
種
の
均
衡
（
準
均
衡
）
が
存
在
し
、
経
済
は
或
る
条
件
の
も
と
で
そ
の
準
均
衡
に
到
達
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
両
市
場
に
不
均
衡
を
残
し
、
生
産
物
価
格
、
貨
幣
賃
金
率
が
絶
え
ず
変
動
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
点
で
は
新

古
典
派
成
長
論
と
ほ
ぼ
同
様
の
帰
結
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
方
向
の
分
析
は
、
口
ｉ
ズ
（
甲
宛
易
ｏ
）
□
２
〕
、
置
塩
信
雄
〔
３
〕
、
森
本
好
則
〔
５
〕
ｎ
６
〕
、
足
立
英
之
ｎ
４
〕
な
ど
の
諸
氏

に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
最
初
の
試
み
で
あ
る
ロ
ー
ズ
は
、
不
完
全
競
争
市
場
に
直
面
し
た
代
表
的
企
業
の
行
動
分
析

を
通
し
て
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
関
係
に
着
目
し
た
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
代
表
的
企
業
に
と
っ
て
の
右
下
り
需
要

曲
線
が
生
産
物
市
場
で
の
超
過
需
要
の
存
在
に
よ
っ
て
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
置
塩
論
文
で
は
、
労
働
市
場
が
実

質
賃
金
率
の
決
定
に
い
か
な
る
役
割
を
果
す
か
に
関
心
を
寄
せ
、
と
く
に
投
資
関
数
と
し
て
ハ
ロ
ツ
ド
（
甲
勺
』
、
、
、
。
ｑ
）
型
関
数
を

　
　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
（
安
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
三
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
三
四
六
）

導
入
し
て
体
系
の
不
安
定
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
技
術
進
歩
の
存
在
す
る
ケ
ー
ス
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
次
に
、
ベ
ソ
ト
・

ハ
ソ
セ
ソ
（
霧
ま
冒
房
彗
）
分
析
の
成
長
過
程
へ
の
拡
張
と
い
う
意
図
を
も
っ
森
本
論
文
は
、
不
完
全
雇
用
の
ヶ
－
ス
の
み
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

完
全
雇
用
な
い
し
は
人
手
不
足
経
済
の
ケ
ー
ス
を
も
扱
い
、
両
方
を
接
合
し
た
点
に
特
色
が
あ
る
。

　
以
下
小
論
は
、
こ
れ
ら
の
業
績
に
し
た
が
っ
て
一
っ
の
ま
と
め
を
し
た
も
の
で
、
拙
稿
〔
７
〕
を
出
発
点
と
し
て
〔
８
〕
で
扱
っ
た
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

均
衡
の
静
学
モ
デ
ル
を
経
済
成
長
過
程
に
拡
張
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

不
均
衡
モ
デ
ル
に
よ
り
な
が
ら
新
古
典
派
成
長
論
と
ほ
ぽ
同
様
の
帰
結
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
　
（
ユ
）
　
雰
暮
曽
～
易
９
〔
１
〕
は
静
学
モ
デ
ル
に
お
い
て
そ
う
し
た
「
準
均
衡
」
（
遣
易
－
－
ｏ
信
畠
耳
巨
昌
）
の
存
在
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
（
２
）
　
た
だ
し
、
そ
の
投
資
関
数
は
投
資
を
現
実
の
生
産
量
に
依
存
さ
せ
て
い
る
の
で
、
超
過
需
要
の
あ
る
場
合
に
は
む
し
ろ
消
極
的
、
超
過

　
　
　
供
給
の
あ
る
場
合
に
は
む
し
ろ
積
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
不
均
衡
分
析
の
意
図
か
ら
す
れ
ぱ
不
合
理
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

　
　
　
体
系
の
安
定
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
投
資
関
数
の
扱
い
方
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
　
（
３
）
　
小
論
は
第
十
一
回
計
量
経
済
学
研
究
会
議
（
一
九
七
三
年
七
月
ニ
ハ
～
一
九
日
、
神
戸
六
甲
山
ホ
テ
ル
）
に
お
げ
る
筆
者
の
報
告
を
一

　
　
　
部
修
正
の
う
え
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
予
定
討
論
者
と
し
て
多
く
の
示
唆
と
教
示
を
与
え
て
下
さ
っ
た
大
槻
幹
郎
、
蟻
山
昌
一
の
両
氏

　
　
　
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

；
　
技
術
進
歩
の
な
い
場
合

ー
　
モ
デ
ル

　
（
ａ
）
　
生
産
関
数
は
、

　
　
　
　
０
１
１
、
（
肉
一
≧
）

資
本
ス
ト
ツ
ク
Ｋ
、

雇
用
量
ｗ
に
っ
い
て
一
次
同
次
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

い



た
だ
し
、
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
暑
１
１
邑
具
室
一
掌
。
）

０
は
産
出
量
、
Ｗ
は
労
働
需
要
量
、
Ｗ
は
労
働
供
給
量
で
あ
る
。

　
（
ｂ
）
　
企
業
者
は
、
所
与
の
実
質
賃
金
率
の
下
で
、
利
潤
率

　
　
　
　
　
　
◎
ー
ト
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｎ
一

　
　
　
　
、
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
宍

を
極
大
に
す
る
よ
う
に
技
術
選
択
を
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
’
た
だ
し
、
制
約
条
件
は
生
産
関
数
一
・
一
式
。
”
は
貨
幣
賃
金
率
、
力

は
生
産
物
価
格
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
利
潤
率
極
大
の
条
件
と
し
て
、

　
　
　
　
・
、
一
・
土
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
一
。
。
一

を
得
る
（
、
、
Ｖ
〇
一
、
、
バ
ｏ
）
。

一
Ｃ
一
生
産
物
価
格
名
変
化
率
は
、
生
産
物
市
場
で
の
超
過
需
要
の
割
合
に
依
存
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
↑
才
ぎ
－
、
丁
ぎ
・
。
　
　
　
　
　
一
仁
一

こ
こ
で
志
計
画
投
資
量
・
注
貯
蓄
率
で
あ
る
。
右
の
式
は
、
計
画
投
資
－
貯
蓄
の
と
き
に
は
生
産
物
価
格
が
不
変
で
、
超
過
需

要
一
超
過
供
給
一
の
あ
る
と
き
価
格
が
上
昇
一
下
落
一
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
あ
る
程
度
の
超
過
供
給
が
あ
つ
て
為
格
上
昇
が
生

じ
る
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
（
１
に
代
え
て
１
よ
り
小
さ
い
常
数
を
も
ち
こ
め
ぱ
よ
い
）
。

　
　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
街
動
学
モ
デ
ル
（
安
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
三
四
七
）

１
∴



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
．
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
三
四
八
）

一
。
一
貨
幣
賃
金
率
〃
の
変
化
率
の
動
き
に
っ
い
て
は
、
次
式
の
よ
う
な
フ
ィ
リ
プ
ス
流
の
賃
金
率
調
整
関
数
を
導
入
す
る
・

　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
着
　
　
　
、

　
　
　
　
　
ミ
↓
圭
宅
・
～
Ｊ
Ｑ
・
〈
二
・
Ｖ
二
一
Ｖ
；
一
圭
Ｖ
◎
一
　
一
岬
一

労
働
市
場
で
の
需
給
状
況
か
ら
の
影
響
は
右
辺
第
二
項
に
よ
つ
て
示
さ
れ
、
第
三
項
は
物
価
上
昇
に
よ
る
実
質
賃
金
率
低
下
に
直
面

し
た
労
働
者
の
賃
上
げ
要
求
と
、
価
格
上
昇
で
好
収
益
の
企
業
に
よ
る
こ
れ
の
受
げ
入
れ
と
い
う
、
相
互
の
交
渉
力
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
（
ｅ
）
　
企
業
者
の
計
画
資
本
蓄
積
率
内
（
…
ぐ
肉
）
は
利
潤
率
プ
の
増
加
関
数
で
あ
る
と
仮
定
す
る
（
投
資
関
数
）
・

　
　
　
　
内
１
１
内
（
、
）
一
内
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
（
ｆ
）
　
資
本
ス
ト
ツ
ク
の
現
実
の
増
加
（
・
Ｋ
）
は
貯
蓄
に
等
し
い
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
肉
１
１
県
（
き
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

し
た
が
っ
て
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
貯
蓄
に
っ
い
て
は
計
画
ど
お
り
実
現
す
る
が
、
投
資
に
っ
い
て
は
現
実
の
そ
れ
（
一
Ｋ
）
と
計
画
上

の
も
の
（
工
）
と
が
く
い
ち
が
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
に
た
る
。

　
（
ｇ
）
　
労
動
供
給
量
炉
は
一
定
の
成
長
率
仰
で
増
加
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
宅
１
１
峯
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
一

２
　
不
完
全
雇
用
経
浄
の
ケ
ー
ス
（
着
く
暑
り
）

　
基
本
方
程
式
の
導
出

　
ま
ず
（
１
）
式
よ
り



　
　
　
　
↑
÷
棉
一

を
得
、
こ
れ
を
（
２
）
に
代
入
し
て

　
　
　
　
下
÷
端
一
↓
・
端

を
得
る
。
ま
た
、
（
４
）
、
（
１
６
）
、
（
９
）
よ
り

　
　
　
　
　
一
、
、
一
斗
（
枠
一
、
、
一

を
、
○
つ
、
倒
よ
り

　
　
　
　
↑
く
？
ホ
一

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
刑
潤
極
大
条
件
（
３
）
よ
り

　
　
　
　
着

　
　
　
　
　
　
１
１
呉
完
）
一
専
、
〈
◎

　
　
　
　
肉

を
得
る
。
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
お
…

　
　
　
　
　
　
　
、

で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ま

　
　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル

（
安
井
）

一
〇
一

８亘冨

七
七
　
（
三
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
（
三
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
≧
り

　
　
　
　
而
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

と
お
げ
ば
、
（
ｕ
）
と
（
１
３
）
と
か
ら

　
　
　
　
着
　
　
呉
完
）

　
　
　
　
考
１
１
沖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
£

と
な
る
。
ま
た
、
（
１
０
）
と
（
ｕ
）
か
ら
利
潤
率
ヅ
は
実
質
賃
金
率
五
の
関
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
、
１
１
共
ピ
呉
完
）
）
１
完
・
呉
局
）

　
　
　
　
”
、
（
完
）
　
一
、
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
こ
れ
ら
を
代
入
し
て
、
結
局
、
五
と
尾
を
変
数
と
す
る
連
立
徴
分
方
程
式
を
得
る
。

　
　
　
二
、
、
十
、
芯
唄
）
十
（
炉
．
、
）
ぎ
奉
藁
一
１
、
一
　
　
膏
。

　
　
　
　
　
パ

　
　
　
　
　
沖
１
ー
ミ
ー
呉
Ｈ
二
（
完
）
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
「
準
均
衡
」
の
存
在

実
質
賃
金
率
Ｒ
お
よ
び
労
働
供
給
量
・
資
本
比
率
尾
が
時
間
の
経
過
に
と
も
な
っ
て
不
変
な
状
態
を
以
っ
て
「
準
均
衡
」

こ
と
に
す
る
と
、
（
１
６
）
、
（
１
７
）
式
で
勾
１
１
◎
一
朴
Ｈ
◎
と
置
く
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　
　
三
デ
（
炉
、
、
）
、
一
糞
）
∴
　
　
い

と
呼
ぶ



を
得
・
こ
れ
を
解
い
て
準
均
街
解
（
硲
、
が
）
を
得
る
。
準
均
街
値
が
早
戸
ダ
ぎ
、
一
ミ
な
ど
の
バ
ラ
メ
タ
ー
、

ス
氏
）
一
、
（
ピ
呉
お
）
）
な
ど
の
関
数
の
彩
に
依
存
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

Ｏ

ｋ

Ｒ

Ｒ

　
　
ス

　
　
ケ

　
　
の

　
　
仰

上
Ｋ

　
　
〃

　
　
図

　
　
－

　
　
第

内
・
、
、
・
谷
、

専
（
オ
）
－
内
（
、
）
一

　
準
均
衡
解
を
図
で
示
す
と
第
－
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
、
沖
１
１
◎
線
は
（
１
９
）
式
に

尾
を
含
ま
ぬ
故
に
横
軸
に
平
行
な
直
線
と
な
る
。
他
方
、
完
Ｈ
◎
曲
線
の
勾
配
は
、
（
１
８
）

式
を
全
微
分
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽

　
　
　
亀
－
　
　
　
　
　
吻
、
沖
、
　
　
　
　
　
８

　
　
　
曼
．
、
ｙ
＋
・
（
軸
、
川
一
一
ぎ
一
“
、
－
内
．
小
ｊ

と
な
り
、
一
義
的
に
は
決
ま
ら
た
い
。

に
す
れ
ぼ
、
も
し

い
ま
、
ｙ
〈
Ｈ
を
通
常
の
ケ
ー
ス
と
み
な
す
こ
と

内
、

・
、

、、

〈

、

亘

な
ら
ぱ

亀
く
◎

黒

が
言
え
る
。

仮
定
一
肌
一
の
意
味
は
・
実
質
賃
金
妻
の
上
昇
に
よ
る
利
潤
李
の
低
下
に
よ
つ
て
計
画
資
本
蓄
積
率
、
が
減
少
す
る
度
合
と
、

芸
上
昇
に
よ
一
て
ミ
簑
減
少
す
る
た
め
貯
蓄
・
資
本
比
率
一
吻
一
デ
貴
一
が
減
少
す
る
度
合
と
を
比
較
し
て
、
前
者
が
大

　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
合
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
一
安
井
一
　
　
　
　
　
　
七
九
、
一
三
五
一
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
．
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
三
五
二
）

き
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
っ
書
、
象
蓄
緊
森
繋
凄
緊
怠
象
歎
晦
朱
蒙
三
で
・
そ
の
た
め
投

資
．
貯
蓄
比
率
は
上
昇
（
超
過
需
要
が
拡
大
）
す
る
（
第
－
図
で
は
、
炉
く
Ｈ
お
よ
び
（
２
１
）
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
も
の
と
し
て
ホ
Ｈ
◎
線
を
描

い
て
い
る
）
。

　
安
定
性
の
吟
味

　
次
に
、
体
系
の
局
所
的
安
定
性
を
吟
味
す
る
た
め
、
先
の
（
１
６
）
、
（
１
７
）
の
二
式
を
均
衡
値
（
妻
一
き
の
近
傍
で
テ
ー
ラ
ー
展
開
し

て
２
次
以
上
の
項
を
省
略
す
る
と

　
　
　
　
一
け
“
ぐ
（
一
＾
パ
、
、
．
や
“
ザ
亨
一
一
尋
（
完
－
尋
）
、
、
（
恥
、
尋
（
朴
－
淳
）
Ｈ

を
得
る
（
た
だ
し
、
関
数
に
っ
い
て
は
変
数
の
表
示
を
省
略
し
て
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
連
立
微
分
方
程
式
の
特
性
方
程
式
は

　
　
　
　
一
、
ふ
十
一
、
螂
川
、
一
専
一
内
ぺ
、
ド
内
未
一
了
　
－
工
完

　
　
　
　
　
　
　
　
－
〃
、
、
尽
、
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、

　
　
　
　
－
、
心
－
一
、
ふ
十
（
吻
心
川
、
一
ぎ
一
内
ぺ
、
－
や
辛
言
－
エ
ミ
完

　
　
　
　
１
１
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ

と
な
る
（
た
だ
し
、
記
号
の
簡
単
化
の
た
め
均
衡
値
で
あ
る
旨
の
表
示
半
は
省
略
し
た
）
。

　
特
性
方
程
式
の
定
数
部
分
は
瓜
、
〈
◎
・
、
、
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
正
、
し
た
が
っ
て
も
し
刃
の
係
数
も
正
で
あ
れ
ぱ
特
性
根
は
負
（
複



素
数
の
場
合
は
実
数
部
分
が
負
）
と
な
り
、
準
均
衡
解
（
オ
共
二
、
）
の
近
傍
で
体
系
は
安
定
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
１
の
係
数
が
正
で
あ

る
た
め
の
条
件
を
求
め
て
み
る
と
、
（
２
４
）
式
か
ら

　
　
　
　
工
一
・
一
吻
凹
川
、
一
、
一
内
ぺ
、
－
よ
上
く
・

で
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
通
常
ｙ
〈
Ｈ
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば

　
　
　
　
へ
．
、
ド
や
、
、
．
尽
、
Ｍ
◎

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
１

で
あ
れ
ば
よ
い
（
条
件
（
２
１
）
）
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
蓄
積
率
８
の
利
潤
率
プ
に
対
す
る
感
応
度
が
相
対
的
に
大
き
く
な
い
と
す
れ
ば

安
定
条
件
は
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

３
　
人
手
不
足
経
済
の
ケ
ー
ス
（
室
Ｖ
宅
）

　
こ
の
場
合
に
は

　
　
　
　
榊
－
÷
棉
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
　
　
　
工
？
棉
一
－
ｗ
　
棉

　
　
　
　
１
１
、
（
ボ
朴
）
１
完
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

と
な
る
。
た
だ
し
、
（
ｕ
）
式

　
　
　
　
着

　
　
　
　
　
　
１
－
呉
由
）

　
　
　
　
声

　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
（
安
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
三
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
三
五
四
）

は
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
需
要
量
〃
は
同
じ
く
実
質
賃
金
率
Ｒ
に
依
存
し
て
決
ま
る
が
、
こ
れ
が
労
働
供
給
量

〃
よ
り
も
大
き
い
た
め
、
現
実
の
雇
用
量
は
炉
と
た
り
、
し
た
が
っ
て
現
実
の
生
産
は
〃
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
た
変
更
の
結
果
、
基
本
方
程
式
は

一
一
“
、
忘
泰
、
↓
（
服
全
一
。
洲
、
）

と
な
る
。

　
準
均
衡
解
は
前
と
同
様
に

ｇ憂

・
ｋＲ

榊
Ｒ

完
１
１
◎
一
沖
１
－
◎
と
置
い
て
得
ら
れ
る
（
氏
糞
一
奪
＊
）
。

ｋ
　
　
　
　
次
に
、
準
均
衡
解
を
図
で
示
す
と
第
２
図
の
よ
う
に
た
る
。
す
な
わ
ち
、
沖
１
１
◎
線
は

　
　
ス
　
垂
直
線
に
な
る
が
、
他
方
、
完
１
１
◎
曲
線
の
勾
配
は

　
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
睾

　
　
舳
　
亀
工
－
（
炉
川
一
）
、
一
灼
｝
１
圭
　
竃

ズ
〉
　
　
　
寒
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
亨

　
　
”
　
　
　
　
軸
ｋ
＋
Ｑ
「
暑
．
内
．
。
完

　
　
図
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　
り
　
　
、

　
　
２

　
　
第
　
と
な
っ
て
正
負
い
ず
れ
か
一
義
的
に
決
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
Ｒ
、
尾
い
ず
れ
の
単
独
の

　
　
　
　
変
化
も
、
五
の
変
化
率
に
対
し
て
、
労
働
市
場
で
の
需
給
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
を
通
じ
て



の
場
合
と
、
生
産
物
市
場
で
の
需
給
関
係
に
及
惇
す
影
響
を
通
じ
て
の
場
合
と
で
反
対
方
向
の
影
響
を
も
っ
の
で
、
確
定
し
な
い
の

で
あ
る
（
た
だ
し
、
尾
の
単
独
の
変
化
の
生
産
物
市
場
に
及
惇
す
変
化
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
一
亨

　
　
　
　
内
寒
　
内
く
、

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
〈
◎

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

を
仮
定
し
て
い
る
）
。
し
か
し
、
Ｒ
、
尾
い
ず
れ
の
単
独
の
変
化
も
、
生
産
物
市
場
で
の
需
給
関
係
に
及
ぽ
す
影
響
が
労
働
市
場
で
の

需
給
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
に
比
し
て
共
に
－
ず
っ
と
小
さ
い
（
あ
る
い
は
共
に
ず
っ
と
大
き
い
）
と
す
れ
ば
、
氏
お
＼
§
は
負
に
な
る
。
こ

れ
に
１
対
し
、
Ｒ
、
尾
の
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
変
化
が
対
照
的
な
影
響
を
も
つ
場
合
に
、
完
＼
黒
が
正
に
，
な
る
可
能
性
が
生
じ
る
。

　
次
に
、
安
定
条
件
の
吟
味
を
前
の
場
合
と
同
様
た
方
法
で
行
な
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
キ

　
　
　
　
♀
冷
十
一
ｙ
、
暑
．
内
爵
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
葺
　
　
　
り
　
　
　
、

を
得
る
。

４
　
二
つ
の
ケ
ー
ス
の
接
合

　
以
上
二
つ
ぴ
ヶ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
検
討
し
た
の
で
、
次
に
森
本
論
文
に
な
ら
っ
て
こ
れ
ら
二
っ
の
ケ
ー
ス
を
接
合
し
て
み

よ
う
。

　
ま
ず
、
完
全
雇
用
の
場
合
に
は

　
　
　
　
着
１
１
呉
カ
）
Ｌ

　
　
　
　
掌
り
　
　
沖

　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
（
安
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
三
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
窮
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
三
五
六
）

で
あ
る
か
ら

　
　
　
呉
完
）
１
１
朴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
な
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
、
完
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
　
　
　
〈
◎

　
　
　
　
黒
　
尽
、
（
完
）

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
右
下
り
と
な
る
。

　
次
に
、
着
く
宅
の
ヶ
ー
ス
に
お
げ
る
朴
１
１
◎
直
線
の
式

　
　
　
◎
Ｈ
ミ
ー
竿
（
ピ
呉
完
）
）

に
、
い
ま
求
め
た
完
全
雇
用
の
場
合
の
呉
完
）
１
１
沖
を
代
入
し
て
み
る
と

　
　
　
　
◎
１
ー
ミ
ー
息
パ
ピ
沖
）

と
な
り
、
着
Ｖ
考
の
ヶ
－
ス
の
沖
１
１
◎
の
式
そ
の
も
の
が
得
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
呉
射
）
１
１
沖
と
志
く
宅
の
ヶ
－
ス
の
沖
１
１
◎

直
線
と
の
交
点
は
、
同
時
に
室
Ｖ
考
の
ヶ
ー
ス
に
お
げ
る
沖
１
１
◎
直
線
と
の
交
点
で
も
あ
る
。

　
　
（
４
）

　
さ
て
、
着
く
宅
、
の
ケ
ー
ス
の
（
１
６
）
式

　
　
　
　
洲
幸
義
一
十
一
工
羨
ボ
牽
一
－
一
一

　
　
　
　
　
　
Ｈ
事
（
卸
沖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

と
、
着
Ｖ
考
の
ケ
ー
ス
の
（
２
７
）
式

洲
↓
妄
塙
一
・
一
干
三
灼
躯
素
一
－
二



　
Ｓ

　
Ｎ

Ｏ
ｋ

一
Ｎ

．
ｋ
Ｉ
ｌ
Ｉ

　
　
、

　
、

＼

１
ー
タ
（
卸
朴
）

　
　
Ｏ
〇

　
　
一
二
一

　
　
Ｕ
り

　
　
，
，
ｋ

　
Ｏ
Ｒ
Ｒ
冒

　
昌
（
（
）

・
ｋ
則
恥
仮

　
、

１
－
Ｎ
Ｉ

＼

、

　
、

　
、ー

ト
・

＼
＼

弟

Ｓ
Ｎ＞ｄＮ

ｋ亙

　
　
　
　
Ｏ

　
Ｓ
　
　
　
　
＝

　
Ｎ
　
　
　
　
・
ｋ

　
く

ｄ

　
ＮＯ＝

・
ｋ
－
１
－
１
－
１
１
－

　
　
　
　
入
、

　
　
　
　
＼

　
　
　
、

　
　
　
＼

　
　
、

　
　
＼

　
Ｏ

ｋ
畠
Ｏ

＝
リ
＝

剛
・
Ｕ

（
Ｒ
　
，

４
パ
Ｒ

　
Ｈ
Ｘ
一

　
、
　
Ｈ

＼

、

＼

Ｓ
Ｎ＞ｄＮ

ｋ
ボ

　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ
　
　
　
　
　
　
柵

　
Ｒ
　
　
　
　
Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ

（
も
し
両
側
に
分
離
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
呉
完
）
１
１
沖
上
で
填
（
卸
恥
）

こ
と
は
合
（
完
）
１
１
沖
の
場
合
に
填
（
卸
朴
）
と
填
（
卸
押
）
と
が
全
く
同
一
式
に
な
る
と
い
う
先
の
指
摘
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
）
。

以
上
の
考
察
は
、
図
に
み
る
ご
と
く
室
Ｖ
考
の
ヶ
ー
ス
に
お
げ
る
完
１
１
◎
曲
線
（
す
な
わ
ち
填
（
卸
“
）
１
１
◎
曲
線
）

る
と
仮
定
し
て
行
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
な
く
て
、
も
し
凛
（
卸
朴
）
１
１
◎
曲
線
が
右
上
り
で
あ
る
場
合
に
は
、

の
一
点
で
培
（
卸
朴
）
１
ｌ
ｏ
曲
線
と
禁
（
卸
沖
）
”
◎
曲
線
と
が
交
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

５
　
準
均
衡
に
お
げ
る
各
経
済
量
の
動
き

　
経
済
成
長
過
程
に
お
い
て
諸
経
済
量
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
す
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
一
準

均
衡
に
お
い
て
は
、
資
本
・
労
働
比
率
（
ミ
暑
ミ
宅
）
、
労
働
生
産
性
（
Ｑ
＼
暑
）
、
資
本
係
数
（
ミ
ｏ
）
、
資
本
蓄
積
率
（
ｇ
）
、
実
質
賃

　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
（
安
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
三
五
七
）

合接のスーケのつ２図３第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

と
は
、
呉
完
）
１
１
沖
の
と
き
に
全
く
同
一
の
式
と
な
る
こ
と
か
ら
、

符
号
も
考
慮
し
て
、
呉
完
）
１
１
沖
曲
線
と
申
。
（
卸
ぶ
）
１
１
◎
曲
線
、

填
（
卸
沖
）
１
Ｉ
ｏ
曲
線
と
の
位
置
関
係
は
第
３
図
の
よ
う
に
な
ら
ざ

る
を
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
呉
完
）
１
１
沖
曲
線
で
分
げ
ら
れ
る
二
つ
の

領
域
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
タ
（
卸
沖
）
１
１
◎
曲
線
と
焦
（
卸
沖
）
１
－
◎

曲
線
は
一
緒
に
現
わ
れ
、
呉
由
）
１
１
沖
曲
線
で
分
げ
ら
れ
る
二
っ
の

領
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
に
虫
（
卸
朴
）
１
１
◎
曲
線
と
お
（
卸
朴
）
１
１
◎

曲
線
が
分
離
し
て
位
置
す
る
こ
と
は
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

　
　
　
　
と
事
（
卸
沖
）
は
異
汰
っ
た
符
号
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
右
下
り
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呉
射
）
１
１
朴
曲
線
上



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
三
五
八
）

金
率
ミ
利
潤
率
一
・
一
、
雇
用
率
一
ミ
き
一
あ
る
い
は
失
業
率
一
、
分
配
率
一
韮
は
い
ず
竺
霧
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
生
産
物
価
格
と
貨
幣
賃
金
率
と
は
同
一
方
向
に
同
一
率
で
変
化
し
続
け
て
い
て
、
一
定
値
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
　
（
４
）
　
二
つ
の
ケ
ー
ス
の
接
合
に
関
す
る
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
記
研
究
会
で
の
報
告
に
は
重
要
な
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
大
槻

　
　
　
幹
郎
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
氏
に
感
謝
し
た
い
。

　
　
　
　
三
　
技
術
進
歩
の
存
在
す
る
場
合

　
こ
こ
で
は
置
塩
論
文
に
し
た
が
っ
て
、
技
術
進
歩
の
存
在
す
る
場
合
を
取
り
扱
う
。

ー
　
モ
デ
ル
の
修
正

　
上
述
の
よ
う
に
、
不
完
全
雇
用
の
ヶ
－
ス
と
人
手
不
足
の
ヶ
ー
ス
を
分
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
者
、
す
な
わ
ち

着
く
宅
の
ケ
ー
ス
の
み
を
示
し
て
お
く
。
後
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
分
析
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
・

　
ま
ず
、
ハ
ロ
ッ
ド
中
立
（
霊
買
◎
中
竃
暮
轟
－
）
の
技
術
進
歩
を
仮
定
し
、
さ
ら
に
生
産
関
数
ア
は
き
き
足
に
関
し
て
一
次
同
次
関

数
で
あ
る
ピ
す
る
と
、

　
　
　
　
０
１
１
、
（
肉
－
き
、
、
）

　
　
　
　
　
尖
・
音
ポ
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬

で
あ
る
。
次
に
、
利
潤
率

　
　
　
　
工
？
楕
、
一
－
恥
・
ポ
、



の
極
大
化
を
企
業
者
が
行
た
う
も
の
と
前
提
し
、

、
、
（
－
ボ
、
、
）
Ｊ
炉

を
得
る
。
そ
し
て
（
３
５
）
よ
り

　
　
　
　
き
ミ

　
　
　
　
　
　
ー
１
呉
馬
、
）

　
　
　
　
　
丙

を
得
る
。
た
だ
し

　
　
　
　
雫
…
ミ

　
　
　
　
　
　
　
鷺
、
一

で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
能
率
単
位
で
測
っ
た
実
質
賃
金
率
で
あ
る
。

　
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
宅
～
ミ

　
　
　
　
沖
、
…
一

　
　
　
　
　
　
　
肉

と
定
義
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
着
　
着
～
、
く
声

　
　
　
　
　
』
く
。
１
宅
～
、
く
声

　
　
　
　
　
　
　
１
１
呉
完
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
沖
、

と
表
わ
さ
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
、
Ｈ
、
（
ピ
冷
（
完
、
）
）
１
射
、
・
尽
（
完
、
）

　
　
　
　
フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
（
安
井
）

竃蓼§竃竃

八
七
　
（
三
五
九
）



　
　
　
　
器
館
経
済
学
一
第
二
十
二
巻
．
第
三
・
四
合
併
号
一
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
　
　
　
　
Ｈ
、
（
完
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
な
り
、
利
潤
率
ヅ
は
能
率
単
位
で
測
っ
た
実
質
賃
金
率
Ｒ
と
一
義
的
な
関
係
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｒ
、
〃
の
定
義
か
ら
次
の
関
係
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
完
、
１
§
　
　
、

　
　
　
　
オ
、
１
　
§
　
ｌ
　
ｂ
　
１
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯
弓

　
　
　
　
　
沖
、
　
　
　
　
宍

　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
十
ミ
ー

　
　
　
　
　
沖
、
　
　
　
　
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

そ
し
て
こ
の
二
式
に
前
出
の
諾
関
係
を
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
方
程
式
と
し
て

　
　
　
　
科

　
　
　
　
　
　
、
、
。
十
、
・
芯
喉
）
十
（
。
「
、
）
ぎ
索
冊
鵡
柴
）
－
Ｈ
｝
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
１
ー
ミ
十
ミ
ー
ぐ
一
（
ピ
も
（
完
、
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

を
得
る
。

２
　
準
均
衡

　
完
バ
◎
一
沖
バ
◎
と
お
い
て

（
三
六
〇
）

　
　
　
　
汀
壮
ジ
、
）
、
素
撃
一
、
、
一
。
ミ
い

を
得
、
こ
れ
よ
り
（
完
、
、
一
“
、
キ
）
を
得
る
。



３４
　
安
定
性
の
吟
味

第
二
節
と
同
様
の
方
法
で
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
準
均
衡
に
お
げ
る
各
経
済
量
の
動
き

経
済
成
長
過
程
に
お
げ
る
各
経
済
量
の
動
き
を
追
跡
し
て
み
る
と
、
準
均
衡
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
局
、
１
１
　
　
　
１
－
完
、
＊
１
１
ｏ
◎
目
ｏ
ｏ
け
一

　
　
　
　
　
富
皇

　
　
　
　
　
考
～
ミ

　
　
　
朴
、
Ｈ
　
　
　
　
　
１
１
朴
、
￥
”
ｏ
◎
づ
ｏ
〇
一
一

　
　
　
　
　
　
宍

　
　
　
き
隻

　
　
　
　
　
　
１
１
呉
完
、
糸
）
Ｈ
８
易
け
．

　
　
　
　
肉

　
　
　
Ｑ

　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
Ｘ
Ｈ
ぺ
（
完
、
米
）
）
１
１
８
易
戸

　
　
　
肉

　
　
　
考
１
－
呉
淋
、
共
）
１
１
§
県

　
　
　
暑
り
　
　
沖
共

　
　
　
、
１
１
、
（
完
、
共
）
１
１
，
Ｈ
８
易
け
．

和
人
傘
、
一
↓
一
尽
一
す
・
、
一
－
８
易
戸

灼
１
１
内
マ
（
完
、
＊
）
｝
１
１
匁
１
１
８
易
け
．

碧
ー
さ
、
、
１
　
完
、
、
　
Ｈ
§
祭

、
。
ミ
、
手
牙
、
一

フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
（
安
井
）

八
九
　
（
三
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
三
六
二
）

す
な
わ
ち
、

　
（
ａ
）
資
本
．
労
働
比
率
（
ミ
き
ミ
峯
）
、
労
働
生
産
性
（
Ｏ
＼
暑
）
は
と
も
に
技
術
進
歩
率
”
の
率
で
上
昇
し
、
資
本
係
数
（
ミ
Ｏ
）

は
一
定
で
あ
る
。

　
（
ｂ
）
実
質
賃
金
率
（
完
…
§
言
）
は
ぴ
の
率
で
上
昇
す
る
。
他
方
、
利
潤
率
（
７
）
は
一
定
で
あ
る
。

　
（
Ｃ
）
計
画
資
本
蓄
積
率
（
９
）
は
一
定
で
あ
る
。

　
（
ｄ
）
雇
用
率
（
も
し
く
は
失
業
率
）
は
一
定
で
あ
る
。

　
（
ｅ
）
分
配
率
は
一
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
次
に
、
生
産
物
価
格
の
上
昇
率
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
↑
ぎ
一
紮
第
ぷ
一
－
十
・
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

と
な
り
、
準
均
衡
に
お
い
て
は
生
産
物
価
格
は
一
定
率
で
継
続
的
に
上
昇
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
貨
幣
賃
金
率
の
上
昇
率
に

つ
い
て
は

　
　
　
　
一
淋
一
一
半
↓
－
ｗ
－
工

よ
り

　
　
　
　
§
１
吋

　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
＋
ミ

　
　
　
　
ミ
　
　
ｈ

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
賃
金
率
の
上
昇
率
は
技
術
進
歩
率
ぴ
だ
げ
生
産
物
価
格
の
上
昇
率
を
上
ま
わ
る
。

‘



四
　
結
び
に
代
え
て

　
筆
者
の
考
え
で
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
の
経
済
認
識
を
新
古
典
派
の
そ
れ
か
ら
区
別
す
る
も
の
は
、
貯
蓄
に
よ
っ
て
は
揚
定
さ
れ
た
い
、

企
業
の
蓄
積
意
欲
の
自
立
性
で
あ
り
、
一
」
の
認
識
は
現
代
経
済
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
（
拙
稿
〔
７
〕
参
照
）
。
小
論
で

は
、
企
業
の
計
画
蓄
積
率
ｇ
を
利
潤
率
の
関
数
と
す
る
こ
と
で
こ
の
点
を
ま
ず
考
慮
し
た
。

　
さ
ら
に
、
貨
幣
賃
金
率
、
生
産
物
価
格
の
動
き
を
そ
れ
ぞ
れ
労
働
市
場
、
生
産
物
市
場
の
需
給
関
係
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
均
衡
モ
デ
ル
の
束
縛
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
そ
う
し
て
・
こ
の
よ
う
に
し
て
導
か
れ
た
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
も
、
新
古
典
派
成
長
論
の
帰
結
の
多
く
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
示
し
た
。
こ
れ
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

　
今
後
・
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
分
析
と
し
て
こ
の
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
予
想
要
因
の
導
入
、
貨
幣
の
明
示
的
た
奪

（
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
◎

入
、
さ
ら
に
市
場
で
の
競
争
条
件
へ
の
注
目
た
ど
が
必
要
で
あ
ろ
う

　
　
（
５
）
　
研
究
会
議
で
の
討
論
で
、
大
槻
、
蟻
山
両
氏
は
こ
の
モ
デ
ル
が
貨
幣
を
明
示
的
に
取
り
扱
っ
て
い
た
い
点
に
ふ
れ
、
ま
た
貨
幣
保
有
の

　
　
　
　
消
費
（
貯
蓄
）
に
及
ぽ
す
影
響
　
　
し
た
が
っ
て
生
産
物
市
場
で
の
不
均
衡
へ
の
影
響
　
　
の
無
視
を
批
判
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で

　
　
　
　
い
投
資
・
消
費
需
要
の
笑
に
よ
一
て
必
要
と
さ
れ
る
貨
幣
は
受
動
的
浜
給
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
貨
幣
保
有
の
変

　
　
　
　
化
が
直
接
に
生
産
物
需
要
に
影
響
す
る
度
合
ぱ
所
得
の
影
響
に
比
し
て
小
さ
い
も
の
と
し
て
無
視
さ
れ
て
い
る
。
貨
幣
を
い
か
に
導
入
す

　
　
　
　
る
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
ま
ち
た
い
。
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献
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５
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６
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７
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８
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．
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率
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『
季
刊
理
論
経
済
学
』
第
二
四
巻
第
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号
（
一
九
七
三
年
四
月
）

　
森
本
好
則
「
経
済
成
長
と
実
質
賃
金
率
」
　
『
経
済
学
論
究
』
第
二
七
巻
第
一
号
（
一
九
七
三
年
四
月
）

安
井
修
二
「
ケ
イ
ン
ズ
的
分
配
論
の
展
開
」
　
『
季
刊
理
論
経
済
学
』
第
二
〇
巻
第
二
号
（
一
九
六
九
年
八
月
）

安
井
修
二
「
不
完
全
雇
用
均
衡
の
成
立
と
貨
幣
賃
金
率
の
調
整
　
　
「
準
均
衡
」
の
存
在
と
安
定
性
」
　
『
経
済
学
論
究
』
第
二
六
巻
第

二
号
（
一
九
七
二
年
七
月
）

　
建
林
正
喜
先
生
の
御
退
任
記
念
号
に
■
拙
な
い
小
論
を
寄
せ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
、
筆
者
は
、
松
山
商
科
大
学
に
お
げ
る
集
中
講
義
で
先
生

の
御
講
義
（
数
理
経
済
学
）
を
受
げ
た
過
ぎ
し
日
の
こ
と
を
あ
り
あ
り
と
思
い
出
し
て
い
る
。
先
生
は
そ
の
と
き
ヒ
ツ
ク
ス
の
『
価
値
と
資
本
』

の
数
学
付
録
を
解
説
的
に
講
義
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
経
済
理
論
に
対
す
る
筆
者
の
興
味
は
大
い
に
促
進
さ
れ
た
。
研
究
の
途
に
進
む
こ

と
に
な
っ
た
の
も
そ
の
と
き
の
刺
戟
が
大
き
く
あ
ず
か
っ
て
い
る
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
し
、
ま
た
こ
の
途
に
進
ん
で
か
ら
も
先
生
か
ら
は

激
励
の
言
葉
を
し
ぱ
し
ぱ
い
た
だ
い
た
。
先
生
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
を
い
ま
新
た
に
し
て
い
る
。


